
第２７回（令和４年度第２回） 
セーフコミュニティ 交通安全対策委員会 
 

《会 議 次 第》 

 

日時：令和４年１２月２２日(木) １０:５０～ 

場所：えーるピア久留米 

 

 

１．議題 

 

（１）正副委員長選出 

 

 

 

 

 

（２）事前指導 

 

 

 

 

 

 

 ※会議後に、２階ギャラリーにて記念撮影を行います。 

  



団体等名称 委員名

1 (一社)久留米市交通安全協会 白倉　雅夫

2 久留米市交通安全指導員 服部　昌子

3 久留米地域交通安全活動推進委員協議会 西田　滿

4 久留米安全運転管理連絡協議会 赤松　義光

5 久留米市老人クラブ連合会 小西　範武

6 久留米市小・中学校ＰＴＡ連合協議会（中学校） 田中　純子

7 (社福)久留米市社会福祉協議会 深川　剛

8 久留米市校区まちづくり連絡協議会 深山　和義

9 福岡国道事務所久留米維持出張所 野上　英昭

10 福岡県久留米県土整備事務所 平林　覚

11 久留米警察署（交通第一課） 工藤　佳之

12 うきは警察署（交通課） 岡﨑　正樹

13 久留米市健康福祉部長寿支援課 野口　明仁

14 久留米市都市建設部道路整備課 岡部　健一

15 久留米市都市建設部交通政策課 田中　吉成

16 久留米市教育部学校教育課 古賀　友理子

17 久留米市協働推進部安全安心推進課 今村　浩樹

事務局：協働推進部安全安心推進課

交通安全対策委員会委員名簿

（順不同、敬称略）　任期：R7.7.31まで



プロフィール 
審査員 

◆チョ・ジュンピル（趙 埈佖）◆ 
〇医学博士 

〇アジョー大学救急医療部（韓国 水原市） 教授 

〇地域安全向上センター（同上）(*1) センター長 

〇国際セーフコミュニティネットワーク 副理事長 

〇セーフコミュニティ公認認証審査員 

〇"International Distinguished Safe Community Career Award"受賞（2010

年） 

(*1) セーフコミュニティ支援センター・インターナショナルセーフスクール支援・認証センター 

 

1983年 延世大学医学部卒業後、外科医として経験を重ね、1996年より救急外科医となる。受

傷による救急外来の患者の治療にあたるなかで治療だけでなく予防の重要さを感じるようになる。そ

の後、アメリカでの研究時代に SCの概念に出会ったことをきっかけに韓国に SCの概念を紹介し

た。2000年に韓国で初めて水原市が SCを導入した際に支援したことをきっかけに、アジョー大学

医学部に地域安全向上センター（韓国における SC支援センター・ISS支援及び認証センター）を設

置した。 

国際 SCネットワークの副理事長、アジア地域 SC支援センター連合の副理事長として国を越えて

SC推進に尽力している。日本においても、ほとんどの SC推進自治体を訪問しており、事前指導や

現地指導において、救命救急医としての豊富な経験を生かした支援をいただいている。 

 

◆ワン・シュメイ（王 書梅）◆ 
○博士(公衆衛生) 

○復旦大学公衆衛生学部（中国 上海市） 教授 

〇国際セーフコミュニティネットワーク 理事 

○セーフコミュニティ公認認証審査員 

 

上海医科大学卒業し、公衆衛生において修士号を取得。上海体育研究所（学院）スポーツ医学

部や上海医科大学での経験を経て、現在は、復旦大学公衆衛生学部において教授を務める。 

200１年に、オランダにて「ヘルシーシティ」を研究した際にセーフコミュニティに関心をもって以

来、セーフコミュニティに焦点を置いた研究及び教育を行っている。 

国内においては、中国教育省の学校保健及び食の安全専門委員会のメンバーとして研究を進め

る。また、上海エリアの自治体等へセーフコミュニティ活動の支援及びコーディネーションを行ってい

る。 

国際的には、日本をはじめ韓国、タイ、ベトナムなどにおいてセーフコミュニティ及びセーフスクー

ルの認証審査の経験を持つ。 

  



コーディネーター  
◆ 白石 陽子 ◆  

○博士（政策科学）  

○一般社団法人日本セーフコミュニティ推進機構（JISC）代表理事  

（セーフコミュニティ支援センター）  

（インターナショナルセーフスクール認証センター）  

○セーフコミュニティ公認認証審査員  

○立命館大学衣笠総合研究機構 研究員  

○韓国亜州（アジョー）大学 医学部 客員教授  

〇"International Distinguished Safe Community Career Award"受賞（2017） 

 

立命館大学大学院政策科学研究科博士課程在学中に「セーフコミュニティ（SC）」に出会ったこと

をきっかけに、セーフコミュニティの発祥地であるスウェーデンのカロリンスカ研究所（医科大学）でセ

ーフコミュニティを学ぶ。2008年にセーフコミュニティに関する研究により博士号（政策科学）を授与

され、立命館大学の研究員としてセーフコミュニティの研究を進めた後、京都大学大学院医学研究

科においてセーフコミュニティの研究を進める。2011年にセーフコミュニティ支援センターとして認証

され、現在はセーフコミュニティ推進機構代表理事としてセーフコミュニティ活動の支援と研究に専

念している。また、同年 12月には、「インターナショナルセーフスクール」の認証センターとしても認

証された。現在、13の自治体の SC活動を支援するとともに、セーフスクールの推進にも力を注いで

いる。 



※時間は、審査の状況により前後する場合があります。

1日目 2日目 3日目

12月20日（火） 12月21日（水） 12月22日（木）
9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

　Ｒ４久留米市セーフコミュニティ事前指導（オンライン） スケジュール

13：30～14：20

防災対策委員会

10：00～10：50

外傷等動向調査
委員会

14：40～15：30

児童虐待防止
対策委員会

15：50～16：40

高齢者の安全
対策委員会

13：30～14：20

自殺予防
対策委員会

11：10～12：00

DV防止対策委員会

10：00～10：50

学校安全
対策委員会

11：10～12：00

交通安全
対策委員会

16：00～16：50

防犯対策委員会

15：４0～16：30

審査員講評

15：00～15：50

全体説明

14：40～15：30

審査員ミーティング



久留米市セーフコミュニティ

交通安全対策委員会

みんなで取り組む安全安心まちづくり 1

発表日 2022年12月22日
発表者 交通安全対策委員会委員 小西 範武
所 属 久留米市老人クラブ連合会



１-１.交通安全対策委員会の設置の背景 ★客観的データ
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セーフコミュニティで
交通事故の予防を！

＜2011年取り組み開始時＞

【出展：警察統計】

交通事故を減らすため
取り組みの強化が必要

当時
交通事故（人身事故）の
発生件数は、減少傾向だが・・・

県や国と比べ、高い水準
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１-２.交通安全対策委員会の設置の背景 ★主観的データ

市民はふだんの生活で

交通事故をいちばん
不安に感じている！

交通事故を予防することで
市民の安心感が高まる！

2012年(H24)３月
交通安全対策委員会設置

＜2011年取り組み開始時＞

＜出展：市民意識調査（2011年）＞



２.交通安全対策委員会の構成メンバー(2022年現在)
区分 No. 所属

関係団体

１ （一社）久留米市交通安全協会

２ 久留米市交通安全指導員

３ 久留米地域交通安全活動推進委員協議会

４ 久留米安全運転管理連絡協議会

５ 久留米市老人クラブ連合会

６ 久留米市小・中学校ＰＴＡ連合協議会（小学校）

７ (社福）久留米市社会福祉協議会

８ 久留米市校区まちづくり連絡協議会 (2019年追加)

警 察
９ 久留米警察署 交通第一課

１０ うきは警察署 交通課
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区分 No. 所属

行政機関

１１ 福岡国道事務所久留米維持出張所

１２ 福岡県久留米県土整備事務所

１３ 久留米市健康福祉部 長寿支援課

１４ 久留米市教育部 学校教育課

１５ 久留米市都市建設部 道路整備課

１６ 久留米市都市建設部 交通政策課 （2016年追加）

１７ 久留米市協働推進部 安全安心推進課

＜委員構成の見直し＞ 久留米市交通政策課を追加(2016年)

久留米市校区まちづくり連絡協議会を追加(2019年)
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３-１. データに基づく課題

特徴②

歩行者、自動二輪に比べ
自転車関連事故が多い

特徴①

全体件数が大幅に減少
している一方で、
高齢者関連事故は微減
にとどまっている

【出展：警察統計】

認証 再認証

特徴①高齢者が関わる交通事故
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３-２. データに基づく課題

【客観的課題】

全事故に占める高齢者
関連事故の割合が増加
久留米市の高齢化率を上回る

水準で増加している

図4 全交通事故に占める高齢者関連事故の割合

【出展：警察統計】

認証 再認証

特徴①高齢者が関わる交通事故
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３-３. データに基づく課題
【出展：警察統計】

【客観的課題】

高齢者関連事故の割合
が増えているだけでなく、
高齢者が加害者となる
事故の割合も年々増加

図5 高齢者関連事故に占める高齢者が第一当事者（加害者）の割合

認証 再認証

特徴①高齢者が関わる交通事故



12

12

13

2

歩行中 自転車 四輪 原付

0.41%

2.11%

1.12%

3.12%

死亡事故 重傷事故

日中（6時から17時） 薄暮時・夜間（17時から6時）

みんなで取り組む安全安心まちづくり 8

３-４. データに基づく課題

図６ 高齢者の交通死亡事故における状態別
発生件数（2012～2021年）

図７ 高齢者の交通事故における死亡事故と
重傷事故の時間帯別発生割合（2012～2021年）

2.7倍

【客観的課題】

薄暮時・夜間の交通事故は死亡事故、及び重傷事故
となる割合が高くなる

交通事故の死者
の5割強が高齢者
（2012～2021）

【出展：警察統計】

【客観的課題】

自動車による事故だけでなく、歩行中や
自転車での死亡事故も多い

1.5倍

特徴①高齢者が関わる交通事故
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３-５. データに基づく課題
【出展：2017年、2021度久留米市セーフコミュニティに関する実態調査】

図８ 夜間外出時の高齢者の反射材の着用状況
（無回答を除く）

【主観的課題】

H２９年から引き続き、約８割が反射材を身に着けていない。
その理由として、持っていないが最も多い。

図９ 反射材を身に着けていない理由 （2021年）

反射材のより効果的な
普及啓発が必要

特徴①高齢者が関わる交通事故
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３-６. データに基づく課題

年代に応じた
交通安全教育の充実が必要
自転車に乗り始める小学生の時に教
育を受けることが大切

１０歳代は自転車の
利用率が高いのに加え、
＜１０歳代前半＞
自転車に慣れていない
＜１０歳代後半＞
通学など行動範囲の拡大

【客観的課題】

自転車の事故は
１０歳代が突出している
（うち６割は１０歳代後半）

【出展：警察統計】

図１０ 自転車の交通事故件数の比較
（2011～2015年、2016～2021年の合計）

特徴②自転車に関する事故
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３ｰ７. データに基づく課題

N=420

【主観的課題】

車道や歩道の通行方法を
守らない・知らない者が
非常に多い
特に、車道通行を守らない者は
半数を超えている

自転車は車両であるという
意識が低く、それに伴い、
ルールが守られていない

自転車を安全に利用するため
ルールの徹底が必要

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自転車は、車道が原則、

歩道は例外

車道は左側を通行

歩道は歩行者優先で、車道寄りを走行

飲酒運転の禁止

二人乗り・並進の禁止

夜間はライトを点灯

交差点での信号遵守と

一時停止・安全確認

携帯電話や傘を使用しながら乗車の禁止

図1１ 自転車に関する交通ルールの認知状況

ルールは知っており、 守っている ルールは知っているが、守らないこともある

ルールを知っているが、あまり守らない ルールは知らなかった

ルールは知っているが、自転車に乗らない 未回答

【出展：2019年市自転車利用者に対するアンケート】

特徴②自転車に関する事故
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３-８. 新たな課題
図1２ 死亡・重傷事故件数の件数 交通事故の件数が減少傾向にある中、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大後、
重大な事故が発生しやすい状況となっている

外出自粛等の影響により
・運転技術の低下による注意散漫
・交通量の減少に伴う速度上昇
・身体機能の低下……
が考えられるが、根本的な原因は不明

今後の推移も継続して注視していく

【出展：警察統計】
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４.課題解決のための目標と具体的施策

課 題 目 標 具体的施策

高齢者関連の事故が多い【図4】
高齢者が第一当
事者となる事故の割合の増加【図5】

高齢者関連事故の減少
高齢者が第一当事者とな
る事故の減少

①運動能力や身体機能に着目し
た啓発・講習の実施

高齢者の歩行中や自転車乗車中の事故が多い【図7】
高齢者の事故は薄暮時・夜間の方が重大な事
故が多い【図8】

10代の自転車事故が突出して多い【図11】

自転車に関する交通ルールを守らない、知らない人が
多い【図12】

自転車の交通事故発生件
数・全事故に占める割合
の減少

薄暮時・夜間の高齢者の
交通事故の減少

②明るい服及び反射材の着用
キャンペーンの実施

③交通安全教室の実施

④自転車安全利用キャンペーン
の実施



５-１.レベル別の対策

重点
取組

対 策

方向性 国県レベル 市レベル 地域レベル

高齢者の
事故防止

教育・啓発 交通安全計画の策定
実技型交通安全教室の実施
街頭キャンペーンの実施

運動能力、認知機能の自覚
反射材の着用
老人クラブなどでの注意喚起

規制
道路交通法による規制
及び同法の改正

法や制度の周知
運転免許自主返納の支援

制度の理解
ルール・マナーの遵守

環境整備 信号機や横断歩道の設置
公共交通網の整備
道路照明灯の設置

防犯灯の設置

自転車事故の
防止

教育・啓発 交通安全計画の策定
交通安全教室の実施
サイクルイベントの実施
街頭キャンペーンの実施

ヘルメットの着用
自転車の安全点検
交通安全教室への参加

規制
道路交通法による設置
福岡県自転車条例

法や制度の周知
自転車利用促進計画の策定

制度の理解
ルール・マナーの遵守
自転車保険の加入

環境整備 道路環境の整備
道路環境の整備
自転車通行空間の整備
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ソフト面に着目した対策を実施

ハード面については、行政が計画立てて実施している・・・

→対策委員会は、交通安全に関する各レベルの効果を高めるため・・・
★具体的取り組みの推進、充実
・キャンペーン、教室、イベント、啓発物の作成など

★情報収集、発信
・制度改正、事故発生状況など

★セーフコミュニティ理念の周知
・実践する団体や市民の拡大

対策委員会の役割
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６-１. 具体的施策の紹介・成果

① 運動能力や身体機能に着目した啓発・講習の実施

【コロナ禍の対策、工夫】

ローカルＴＶや飛沫防止パーテーションの活用



①運動能力や身体機能に着目した啓発・講習の実施
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内容 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

活動
①高齢者交通安全講習の
実施回数

30回 50回 35回 16回 7回

活動
②高齢ドライバー向け啓発
活動の実施回数

10回 12回 11回 2回 1回

短期
講習参加者の意識変化
受講前後で「体調が優れない時は運転を控え
る」等、安全行動に対する意識の変化

2021年より調査 100%

中期 運転免許自主返納者数 1,268人 1,154人 1,035人 944人 884人

長期

①第一当事者となる高齢者
の交通事故発生件数

482件 436件 350件 296件 295件

②全事故に占める①の割合 19.4% 20.3% 20.1% 22.4% 25.0%
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６-２. 具体的施策の紹介・成果

②明るい服及び反射材着用キャンペーンの実施



②明るい服及び反射材着用キャンペーンの実施
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内容 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

活動 ①キャンペーンの実施回数 10回 12回 12回 5回 3回

活動 ②出前講座の実施回数 4回 11回 11回 1回 1回

短期
講習参加者の意識変化
受講後、「必ず反射材を身につけて外出するようにす
る」と答えた方の割合

59.1% 72.2% 72.3% 74.3% 80.0%

中期
反射材の着用率（※必ず身
に着けている高齢者の割合）

7.5% － － － 6.0%

長期

①高齢者の薄暮時・夜間(17
-6時)の交通事故発生件数

195件 152件 130件 87件 93件

②高齢者人口1万人
当たりの①の件数

24.5件 19.0件 15.9件 10.5件 11.1件
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６-３. 具体的施策の紹介・成果

③交通安全教室の実施 ④自転車安全利用
キャンペーンの実施

【コロナ禍の対策、工夫】

交通安全を呼びかける校内放送の実施

中学校での交通安全教室の様子
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③
交
通
安
全
教
室
の

実
施

活動 実施回数・参加者数
247回

26,851人
291回

27,353人
339回

25,191人
193回

9,303人
119回

9,227人

短期
交通ルールを知っている
守っている人の割合(19歳以下） 56.1％ 70.1％ 75.3％ － －

中期
19歳以下の
自転車関連事故件数 136人 119人 90人 57人 78人

長期 自転車の交通事故件数 ３６８人 308人 251人 200人 197人

内容 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

④
自
転
車
安
全
利
用

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

活動 実施回数・配布物数
14回

4,160セット
18回

5,000セット
14回

3,400セット
3回

315セット
2回

80０セット

短期
交通ルールを知っていると答
えた人の割合（全年齢）

94.6％ 95.2％ 97.9％ － －

中期
交通ルールを知っている
守っている人の割合（全年齢） 70.6％ 69.6％ 79.5％ － －

長期 自転車の交通事故件数 ３６８人 308人 251人 200人 197人
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８-１. 取り組みによる全体的な成果

交通事故、高齢者関連事故、自転車事故の
件数は減少傾向

【出展：警察統計】

認証 再認証
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８-２. 取り組みによる全体的な成果

県の平均を上回っているが、その差が縮まってきている

【出展：警察統計】

図1５ 人口10万人あたりの自転車連事故件数図1４ 人口10万人当たりの高齢者関連事故件数
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８-３. 取り組みによる全体的な成果

市民の交通事故への不安は減少傾向にある

図1６ 普段の生活で不安に感じること
【出展：2014年、2017年、2021年市民意識調査】
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８-４. 取り組みによる全体的な成果

取り組み、及び成果が外部からも評価されている

２０２２年 交通安全功労者表彰を受賞



９-１.再認証取得後の変化・気付き
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・自動車用品販売会社や自動車会社と連携し、
高齢者への交通安全啓発の実施

・青パトを使用した、事故防止装置（衝突防
止警報機能等）の体験

・防犯活動を行う団体との協力
（参考）
民間企業と連携した、ペダル踏み間違い時加速
抑制装置の乗車体験の様子



10.今後の課題
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高齢運転者対策の充実（情報発信、免許自主返納制度の周知等）
を図り、歯止めをかける

多くの機関・団体との連携を深め、あらゆる方面から情報発信
より多くの方へ啓発できるよう、啓発のバリエーションを増やす

全世代へアプローチすることで、家庭内や地域での啓発に繋げる

課題

課題

課題
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交通安全対策委員会

ご清聴ありがとうございました。


